






























数は、紙の図書 47万冊・電子ジャーナルは 12万タイトル・e-bookは 45
万タイトル、グリフィス大学（学生数約 42000人）は紙の図書 53万冊・電
子ジャーナルは 11万タイトル・e-bookは 30万タイトルである。そして多
くの台数のパソコンを各図書館が提供していた。また、予約本の受け取り
といった日本では職員の手を介しているサービスや教科書等の時間貸し図
書の管理が IT化されており、利用者自身の操作で手続きが完了するように
なっていた 1。ITに関するサポートカウンターは多くが図書館入口近くに設
けられ、PCの設定など細かなことに対応するスタッフが常駐していた。
また、他部署のサービスが図書館の中で行われる例がいくつか見ら
れた。たとえばグリフィス大学では図書館のエントランスの Student 
Administrationカウンターで履修登録に関する質問や相談を受けており、ま
た前述の ITサポートも担当部署から職員が出向いて行われている。また、
サービスとは異なるが、クイーンズランド工科大学では学費の支払いが遅
れるとまず図書館利用に制限がかかるようになっており、図書館サービス
以外の業務が図書館サービスに結びついている点は興味深い。
1ほか、グリフィス大学ネイサンキャンパス図書館では、学外機関からの資料の取り寄せ・貸し
出し本の延滞料金などの支払いを、図書館内にある自動支払機で行っていた。（口絵 5参照）
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ほかに、どの大学も図書館が利用者に課金することで収入を得ており、
図書を延滞した場合 1日あたりで一定額の罰金を科していた。
2.2　施設
すべての図書館が、学生の勉強場所・居場所としての機能を重視してい
ることが様々な面から感じられた。
まず、3大学すべての図書館で入館チェックがなく、だれでも入館可能
な状態だった。職員へこの点について聞いたところ、図書の貸出などの
サービスを利用する時点で IDカードが必要になるので、入館の際にそれを
チェックする必要はないとの考えのようであった。ただし盗難は後を絶た
ず、どの図書館でも持ち物に注意するよう様々な手段で呼びかけていた。
図書館の規模の大小に関わらず、ゾーニングされた複数形態（個人／グ
ループ、静か／会話可）の学習スペースやセミナースペースを設けており、
階を分けるなどわかりやすい形で音のゾーニングを行っている例が目立っ
図 1　グリフィス大学ネイサンキャンパス図書館　1階カウンター
左手カウンターが ITサポート、右手カウンターがStudent Administrationカウンター
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た。全フロアではないものの、24時間利用可能なスペースがどの図書館で
も用意されており、全館でWi-Fiが利用可能である。このため、長時間滞
在する学生も多く、飲食が図書館内で許可されていた。
また、グリフィス大ではマイクロソフトの資金提供・メンテナンスのもと、
Wiiなどのゲームを行えるスペースがあった。同様にクイーンズランド工科
大学でもゲーム専用スペースが設置されていた。ゲーム、ゲームソフトも
メディアの一形態としてとらえているとのことで、図書館が扱う対象の幅
の違いを感じた。
2.3　ITサービス
図書館で提供されている主な ITサービスはWEBを経由した資料の検索・
予約や電子資料の閲覧、利用者向けのパソコンの設置とWi-Fi環境であり、
日本のそれと大きな違いはなかったが、利用者へのサポート体制の充実ぶ
りが目立った。
前述の通り図書館内に IT部門の職員がおり、大学が提供しているパソコ
図 2　グリフィス大学ネイサンキャンパス図書館　ゲームスペース
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ンだけでなく、利用者が持ち込んだパソコンのトラブル（ネットワークに
つながらない等）にも対応していた。加えて、対面だけでなくリモート操
作による障害対応や、オンラインチャットによるサポートにも力が入れら
れ、何か分からないことがあれば気軽に尋ねられる環境が形成されていた。
これは大学生活の中で必要な情報の多くが電子化されている環境で、図
書館では安心してこれらを利用できるという信頼感を利用者に与え、一方
サポート対応件数が増えることでサービスを提供する側も経験値を積むこ
とができ、良循環を生み出しているように感じた。
2.4　ラーニングコモンズ
施設・ITサポートの充実を背景に、学生からのヒアリングでは図書館は
「本を読んだり借りたりする場所」であると同時に「勉強をする場所」とし
て強く位置づけられていた。特にラーニングコモンズとして提供されてい
図 3　クイーンズランド大学　図書館入口近くにあるITサポートカウンター
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る空間が図書館内に占める割合は大きく、利用者の数も多く非常ににぎわっ
ていたことから、そのニーズの高さをうかがい知ることができた。グリフィ
ス大学ネイサンキャンパス図書館では、訪問後の 2014年には図書を除籍し、
空いたスペースにさらにラーニングコモンズを増設する計画だそうだ。
一方で、その設備は日本国内の施設のものと比較すると簡素なものが目
立った。グループワークができるように様々な形の可動式家具が配置され
ているものの、日本のラーニングコモンズで見られるような凝ったデザイ
ンや機能性をもつものではなかった。
また同じ大学の中でも、ラーニングコモンズとして大きく面積を取り、
サポートスタッフを充実させたスペースもあれば、空いた場所に家具を置
いただけの小さく簡素な空間でラーニングコモンズと同様に学生に利用さ
れているスペースも見られた。
ヒアリングから、学生たちの多くは「自ら学ぶことが必要」と強く認識
していることが把握できたのだが、こうしたことがシンプルな設備でもよ
く利用されていることの背景にあるのではないかと思う。図書館では学び
や研究のためのサポート体制、e-ラーニング、必要な設備を整え、その使
い方・活用は学生に委ねていた。学生は授業を受け課題をこなすうえで、
図書館提供のワークショップ・相談サービスなどで学んでアカデミックス
キルを身に着けることが必要で、学びのニーズが一致しているように見え
た。
ラーニングコモンズを設置する場合、快適な椅子、使いやすいホワイト
ボードなどといった施設面で自主的な学修を促すだけでなく、学生が自ら
学ぶことの必要性を認識し、それにこたえる体制を大学が提供する「しかけ」
が必要なのではないかと感じた。
3　考察
大学内で図書館の役割が大きいことが 3大学共通して感じられた。学生
は図書館に来て学び、相談し、交流する。このことが大学内で共通認識と
してあり、ラーニングコモンズが設けられ各種の学生サービスも図書館で
行われている。また ITスキルやアカデミックスキルも、豊富に設けられた
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図書館の講習会や図書館発の e-ラーニングで学ぶことができる。この背景
には、学生に自己責任での行動を求め、自立して自ら学ぶことを促す大学
の姿勢があることが、大学の職員や学生への聞き取りから推測された。
ラーニングコモンズの設置は日本の大学図書館でもすでに進められてい
ることであり、図書館の方向性としては国による違いはなさそうだが、IT
化がより進んでいることがそのサービス内容に影響しているように感じら
れた。授業の情報（授業の記録、レポートの提出、連絡など）は学内シス
テムから得ることができ、各種の申請や提出も紙ベースのものはほとんど
ない。このため図書館ではパソコン台数やサポートが充実することが必須
となり、Wi-Fiは全館で利用可能である。また、サービスが IT化によりセ
ルフサービスになっている範囲も広い。
日本も将来 IT化は進展することが予想されるので、こうしたオーストラ
リアの事例は参考にできよう。
